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      2026年７月 23日 

株式会社ＡＣＳＬ 
 

【展示会レポート】第 12回 国際ドローン展 
 
 2026年 7月 15日（水）～17日（金）に東京ビッグサイトにて開催されたメンテナンス・レジリ

エンス 2026内の「第 12回 国際ドローン展」に出展 
 SOTEN や PF4 の各種活用事例紹介及び経済産業省の「中小企業イノベーション創出推進事業

（SBIR）」で開発中の次世代小型空撮機体の開発試作機を展示したほか、代表取締役 Co-CEO 寺
山が講演を実施 

 
株式会社ＡＣＳＬ（本社：東京都江戸川区、代表取締役 Co-CEO：早川研介・代表取締役 Co-CEO：寺

山昇志、以下、ＡＣＳＬ）は、2026年７月 15日（水）～17日（金）に東京ビッグサイトにて開催され
たメンテナンス・レジリエンス 2026 内の「第 12 回 国際ドローン展」（以下、本展示会）に出展いたし
ました。その模様をお知らせいたします。 
 
■展示会の様子 
ＡＣＳＬは、本展示会における大きなみどころ※1として、SBIR※２で開発中の次世代小型空撮機体の開

発試作機と長距離飛行マルチユースドローン「PF4」の 2つの機体展示を行い、来場者の関心を集めまし
た。また、国内及び海外で活用が進んでいる国産ドローン「SOTEN（蒼天）」をはじめとする各種製品の
展示や活用事例のご紹介を行い、業務へのドローン導入をご検討中の様々な業界の方々に向けてご提案
をする機会となりました。 

 

 
 
 
 

（左）次世代小型空撮機体搭載カメラによる
映像デモ 

（右）次世代小型空撮機体（開発試作機） 
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■出展者セミナーの様子 
 当社代表取締役 Co-CEOの寺山が登壇し、「経済安全保障の重要性の高まりと国産ドローンメーカーの
役割」をテーマに講演を行いました。 
 講演では、経済安全保障を背景としたドローン市場を取り巻く環境変化や、日本における国産ドローン
の安定供給に向けた課題について説明するとともに、当社の取り組みをご紹介いたしました。 

 
 
 
展示会期間中は当社ブースへ多くの方にお越しいただき、誠にありがとうございました。ＡＣＳＬは今

後も、安全性・信頼性を備えた国産ドローンの開発及び運用支援を通じて、ドローンの社会実装の促進に
取り組んでまいります。 
 
 
※１ ＡＣＳＬ、7 月 15 日～17 日開催の第 12 回 国際ドローン展に出展 ‒ SBIR で開発中の次世代小型空撮機体の開発

試作機を展示 
※２ 経済産業省「中小企業イノベーション創出推進事業」 

「中小企業イノベーション創出推進事業」における 「行政等ニーズに応える小型空撮ドローンの性能向上と社会実

装」事業への採択に関するお知らせ 

出展者セミナーの様子 

長距離飛行マルチユースドローン「PF4」 小型空撮機体「SOTEN（蒼天）」 

https://www.acsl.co.jp/news-release/press-release/4802/
https://www.acsl.co.jp/news-release/press-release/4802/
https://www.acsl.co.jp/news-release/press-release/3254/
https://www.acsl.co.jp/news-release/press-release/3254/
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【株式会社ＡＣＳＬについて】 https://www.acsl.co.jp/ 
ＡＣＳＬは、「技術を通じて、人々をもっと大切なことへ」をミッションに、国産の産業用ドローンを開
発・量産するメーカーです。独自の自律制御技術と高い信頼性を備えた機体を提供し、空撮・点検・物流・
防災など多様な領域で社会インフラの維持管理や安全・安心に貢献しています。 
 
【このニュースリリースへのメディアからのお問い合わせ】 
株式会社ＡＣＳＬ 広報担当（Tel：03-6456-0931 Email：pr@acsl.co.jp） 
 

以 上                
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